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2017年2月期 第１四半期決算のポイント 

■ 国内外でサービスの提供先を拡大し、増収増益、過去最高益を達成 

    売上高754億円 前年同期比107.0％、営業利益39億円 前年同期比107.9％ 

業績概要 

主な取り組み 

■ 中長期的な競争力確保を図るため事業モデルの進化を目的とした３つのプロジェクトを始動 

   （オフィスビルPT, 次世代施設管理モデル構築PT, 清掃ロボットPT） 

■ 国内では、大型商業施設、医療関連施設、ホテル、大学、複合型施設等へサービスの提供を開始 

■ 前期にＭ＆Ａを行った(株)白青舎も計画通りに推移 

■ イオンコンパス(株) ではインバウンド需要取り込みに向けた取り組みを開始 

■ 海外では進出各国（中国、マレーシア、ベトナム）で堅調に事業を拡大 
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■ 国内マンション管理事業を会社分割により(株)穴吹ハウジングサービスへ承継 

■ 持続的成長と企業価値向上を目的に 

  「イオンディライト コーポレートガバナンス・ガイドライン」を制定 



 2017年２月期 第１四半期業績サマリー 

単位：億円 

2017年2月期 第１四半期 前年同期 

金 額 
売上比 

（％） 

前年比 

（％） 

金 額 
（実績） 

売上比 

（％） 

売上高 754 100.0 107.0 705 100.0 

営業利益 39 5.2 107.9 36 5.1 

経常利益 39 5.2 107.0 36 5.2 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

26 3.6 129.0 20 2.9 

 

大型施設の受託拡大、資材事業の伸長、及びイオンコンパスや2015年度に完全子会社化した白青舎 

をはじめとした国内外子会社の業績伸長により、増収増益、過去最高益を更新、計画通りに推移 
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 セグメント別売上高 

2017年2月期 第1四半期 前年同期 

売上高 
構成比 

（％） 

前年比 

（％） 
売上高 

構成比 

（％） 

設備管理事業 127 16.9 105.1 121 17.2 

清掃事業 133 17.7 114.3 116 16.5 

警備事業 102 13.6 110.6 93 13.2 

建設施工事業 135 17.9 103.5 130 18.5 

資材関連事業 130 17.3 107.9 120 17.1 

自動販売機事業 78 10.3 96.3 81 11.5 

サポート事業 47 6.3 113.2 42 6.0 

単位：億円 
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※ 自販機事業は前期に実施した機械販売の反動減 

６事業で前年比増。清掃事業、警備事業、サポート事業で２桁成長 



 セグメント別取り組み実績 

設備管理事業 

清掃事業 

新規受託により収益増。環境負荷低減に繋がるフロン管理代行業務の受託

を拡大。日中合作にて次世代型施設管理モデル構築に着手 

新規・既存顧客いずれも順調に取引を拡大。商品調達力の強化に加え、仕入

コストや物流コストの削減により収益性を向上 

既存自販機の設置拡大を図ると共にデジタルサイネージ型自販機の機能を

充実化。最新型自販機の開発、及び設置により新たな付加価値創造に注力 

施設毎の特性を踏まえた新たな清掃品質基準作りを始動。簡易型モデルの早期

導入を目指し業務用清掃ロボットの実用化に向けた研究開発を進める 

新規開業施設の常駐警備、臨時警備の受託拡大。省人化、顧客拡大に向けて

遠隔監視による警備のシステム化に着手 

設計・デザイン分野の体制を強化。施設の改修工事に伴う一気通貫のサービス

体制を構築。商業施設の活性化、維持・修繕など各種工事を受託 

イオンコンパス(株)では、インバウンド関連のイベント事業など法人事業が

好調。国内外連結子会社の成長が貢献 

警備事業 

建設施工事業 

資材関連事業 

自動販売機事業 

サポート事業 
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連結貸借対照表 

©2016 Aeon Delight All Rights Reserved 

資産の部 

（単位：億円） 
16/2月期 

17/2月期 

第一四半期 
増減 

流動資産 1,056 1,077 20 

 有形固定資産 70 76 5 

 無形固定資産 103 102 ▲1 

 投資等 81 84 2 

固定資産 256 263 6 

資産合計 1,313 1,341 27 

負債・純資産の部 

（単位：億円） 
16/2月期 

17/2月期 

第一四半期 
増減 

 流動負債 448 461 13 

 固定負債 25 26 0 

負債合計 473 487 14 

 株主資本 810 824 13 

純資産合計 840 853 13 

負債・純資産合計 1,313 1,341 27 
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 過去３ヵ年の四半期推移：売上高 

四半期 期間売上高推移 

四半期 累計売上高推移 

（単位：億円） 

（単位：億円） 
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 過去３ヵ年の四半期推移：営業利益 

四半期 期間営業利益推移 

四半期 累計営業利益推移 

（単位：億円） 

（単位：億円） 
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第２四半期以降の取り組み 

■ 事業モデルの進化 

■ アジアでの事業拡大 
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設計・デザイン分野の体制強化により、商業施設を中心に改修工事に伴う一気通貫 
のサービス提供を拡大 

デジタルサイネージ型自販機による動画広告枠の提供拡大、各種コンテンツの 
充実化に加え、高機能なＡＲ（拡張現実）機能を付加した最新型自販機の開発、 
及び設置拡大 
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経営体質強化に向けて事業ポートフォリオを再構築 

清掃 
・ 医療関連施設への衛生清掃導入の拡大 
・ 施設毎の特性を踏まえた新たな清掃品質基準の構築 
・ 簡易型モデル早期導入に向けた業務用清掃ロボットの研究開発 

エネルギーソリューション 
「省エネ・省人化モデルの実装」に向けて日本・中国の協業により最新のIoT技術、 
  各種センサーやクラウドを活用した新たな施設管理モデルを構築 

建設施工 

自販機 

中国 

アセアン マレーシアでは地場有力企業との協業により商業施設での清掃受託を加速、 
ベトナムでは様々な用途の施設へのサービス提供を拡大 



（参考）2017年２月期の取り組み 
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2017年２月期の位置づけ 

2014-2016中期経営計画 

「改革のスピードを加速させる年」 

 ・ 経営資源を成長ポテンシャルの高い海外へ投下 
 ・ 事業モデル変革を遂行するための投資を実施 

2017年２月期 計画数値 売上高3,050億円、営業利益175億円 

■ 

新たな事業モデルの構築、海外での成長を志向 

スピードアップを図るために 



2017年２月期の業績見通し 

連結要約損益計算書 

（単位：億円、％） 

17/2月期 16/2月期 

実績 構成比 前年比 実績 構成比 

売上高 3,050 100.0% 108.5% 2,810 100.0% 

営業利益 175 5.7% 104.7% 167 5.9% 

経常利益 175 5.7% 104.9% 166 5.9% 

当期純利益 100 3.3% 103.5% 96 3.4% 
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営業利益拡大策 

 2017年２月期営業利益 175億円 前年比  +８億円 （成長投資10億円） 

項目 対前年増減額（億円） 

① イオンディライト単体の成長 18～22億円 

② 国内子会社の成長 15～20億円 

③ 海外子会社の成長  2 ～ 3億円 

施策①：新規顧客の拡大 ●● 

①～③ 粗利合計額 35～45億円 

対前年  販売管理費増加額（※） 27～30億円 

対前年営業利益増加額  8～15億円 
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※ 白青舎の販管費9.3億円を含む  



成長投資・資本効率・株主還元のバランス 

 ＲＯＥ１２％程度を維持 

・ ＲＯＥ：株主に対する経営の規律としてROEを意識。１２％程度を目線とする 

・ 連結配当性向：安定的な配当を最重要視。直近5年は配当性向30％前後を継続 
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株主還元 

2005年度以降、12期連続の増配を目指します 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

配当額
（円） 

8.0 9.0 15.0 17.5 22.0 27.0 39.0 40.0 46.0 48.0 50.0 52.0 55.0 

配当性向
（％） 

38.4 28.0 19.8 15.9 17.9 19.6 27.4 30.3 32.1 30.9 30.1 28.3 28.9 
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28 
（※） 
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27 

55 

※ 中間配当予想28円には、記念配当１円が含まれます 

（円） （％） 



ご意見・ご質問につきましては、下記にお願いいたします 

施策①：新規顧客の拡大 ●● 

■ この資料には、イオンディライトの将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記述が 

    含まれています。 

  

    ◇ これらの記述は、過去の事実だけではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断した想定に 

        もとづく見込みです。そのため、実際の業績は見込みとは異なる可能性がありますので、ご承知置きください。 

 

■ 資料中、特に注記がない場合を除き下記の方法により記載しております。 

  

    ◇ 全て連結を対象として記載 

    ◇ 記載金額は億円未満を切り捨て 

    ◇ 比率は小数点第２位を四捨五入 

イオンディライト株式会社 
（証券コード：９７８７） 

IR担当連絡先 部署名：グループ戦略本部 

責任者名： 京本 明志 

TEL ０４３-３５１-２５６３    

又は、ホームページよりお問い合わせください。 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｅｏｎｄｅｌｉｇｈｔ．ｃｏ．ｊｐ 

本日、発表した内容につきましては発表日当日（2016年7月6日）に入手可能な情報に基づき作成したものであり、           

今後の様々な要因により業績予測につきましては、変更する場合がございます。 
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